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令和７年度 第６回美里地域会議 会議録 
日 時:令和７年９月１１日（木）１９時～２０時００分 
場 所:美里交流館 多目的ホール  

出席者:＜地域会議委員＞青木 徹、大坪 道助、北村 猛志、小林 健一、 
小林 忠雄、清水 幸男、鈴木 智映子、豊田 博久、 
中島 康、野村 耕一、濱野 敏子、松村 洋、 
丸石 敏憲、望月 英光、森口 美代子、山本 由和、 
吉本 勝、佐藤 弘、柘植 英司 

（欠席）岡本 渉 
＜高 橋 支 所＞  前田支所⾧、出口副支所⾧、河野主査 

≪内容≫ 
１ 豊田市民の誓いの唱和 
 
２ 会⾧挨拶 
 
３ アンケート調査票等発送報告 

アンケート調査票について、8 月の地域会議での委員からの意見を参考に、事務局と
委託業者で最終調整を行い、調査票を完成させたことを委員に報告し、完成版資料を提
供した。9 月１日（月）付で対象者には発送済。 

 
４ ヒアリング対象団体検討 

 １１月中旬～１２月実施予定のヒアリング調査について、概要の振り返りと、ヒアリ
ング対象団体の候補を記載した資料を委員に提供し、委員に意見を求めた。対象団体に
ついては資料に記載のとおりで確定したが、出席者についてなどで下記の意見が出た。 

 
【意見】ボランティアやサロンなど、団体によっては高齢者以外のメンバーも所属して

いると思うが、今回のヒアリングではどの層を対象とするのか。 
（事務局）ヒアリングの目的は「アンケートの深掘り」であるため、基本的にはアンケ

ートの対象者である６５歳以上の方に来ていただくことを想定している。 
【意見】サロンが８団体とあるが、この全団体にヒアリングをするのか。 
（事務局）８団体というのは、社会福祉協議会に登録されている美里地区のサロンの数。

社会福祉協議会に依頼し、各団体に取り次いでもらう。もちろん全団体の方
に参加していただければありがたいが、必須ではないと考えている。 

【意見】ここにいないサロンを自分は知っている。 
（事務局）社会福祉協議会に登録していないサロンがある可能性は事務局も考えていた。

可能であれば、そのサロンについての情報をいただきたい。 
【意見】各団体の代表者に参加を打診するとあるが、代表者以外にも話したい人はいる

と思う。 
（事務局）代表者に対しては、団体としてヒアリングに参加していただけるかの打診。

当日の出席者については、団体のほうから選出していただく予定。 
【意見】団体のほうで出席者を決めてもらうとのことだが、男性ばかりになってしまう

ことも考えられる。 
（事務局）ヒアリング対象者の男女比率などは、今までの地域会議で出ていた意見でも

ある。代表者に出席者選定を依頼する際、可能な限り男女比率を合わせるな
ど、地域会議および事務局としての考えを団体に伝えたうえで出席者を選定
してもらう予定。 
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【意見】高齢者クラブは１０団体あるが、各団体から１～２人出席してもらうことを想
定しているのか。 

（事務局）美里高齢者クラブ連合会会⾧に連絡し、高齢者クラブ全体で１０人程度の参
加を依頼する。連合会の役員が出席するのか、各団体から数人ずつ呼ぶのか
は、連合会会⾧と調整していく。 

【意見】サロンについて、高齢の方は高齢者クラブにも所属しており、高齢者クラブと
対象が被る可能性がある。また、本人たちが支所まで来るのは大変。あまり６
５歳以上にこだわりすぎなくてもいいのではないか。 

（事務局）活動場所については、支所や美里交流館のほか、区民会館や各団体の活動
場所での実施も考えている。そこは今後の団体との調整になってくると思
う。年齢については、やはり基本的には６５歳以上の方を対象とするが、
絶対に６４歳以下の人がだめ、というわけではない。団体との調整の結果、
６４歳以下の方がご出席される可能性もある。 

【意見】全５回の中で、全自治区の人にお話が聞ければいいと思う。 
【意見】アンケートやヒアリング、意見交換会の結果は、市に提案するためだけのもの

か。他に活用する予定はあるのか。 
（事務局）今回の調査をもとに、美里地域会議として市に提言することは当初からの目

的。それだけではなく、調査の結果は１月の意見交換会などで市民にも展開
する予定。美里地区の高齢者の実態を見て、地域が自分たちで何か盛り上げ
ていこう、というきっかけになる可能性はあると考えている。 

【意見】社会福祉協議会を通じてサロンにヒアリングを打診するとあるが、社会福祉協
議会は高橋地域の担当なのか、美里地区だけの担当なのか。 

（事務局）高橋コミュニティセンター内に、高橋支所と併設して「豊田市社会福祉協議
会 高橋・松平出張所」がある。美里地区を含めた複数の地域を担当してい
る。今回は、その中で美里地区のサロン及びボランティア参加者にヒアリン
グを打診する際、社会福祉協議会に間に入っていただく。 

【意見】ヒアリングについて、時間や曜日はどう決まるのか。 
（事務局）基本的にはヒアリング対象の団体の意向を汲む予定。できるだけ多くの方が

参加できる時間や、団体の活動時間に合わせるなど。 
【意見】ヒアリングの対象団体によって個性がある。事前質問等の内容を変えるのはど

うか。 
（事務局）事前質問については、共通の質問に加えて、団体別の個別の質問も入れられ

たらいいと考えている。 
【意見】今回のヒアリングは、アンケートの結果を聞いて、それについてどう思います

か、という内容が基本になると思う。気になる点として、アンケートを回答し
た人を集めてヒアリングをするわけではないので、参加者によっては、アンケ
ートの内容自体を知らない人もいると思う。事前質問を送付する際にアンケー
トも送っておけば、アンケートの内容を理解したうえで効率よく議論が進めら
れると思うので、ヒアリング参加者には事前にアンケートを配ってほしい。 

【意見】団体の種類ごとにヒアリングを実施する案になっているが、混ぜこぜでやって
もいいと思う。 

【意見】あまりピントの合ってない質問をしても仕方ないので、アンケートの分析結果
を見て質問内容をしっかり考えていきたい。 
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 話し合いで出た意見を参考にしながら、事務局から団体にヒアリングの打診及び日程
調整を行う。次回の地域会議で、調整の進捗状況を委員に提示する。 
 また、委員に「ヒアリング参加希望調査票」を配布し、ヒアリングへの参加希望と、
参加可能な日程、参加希望の団体の有無を確認した。団体の希望がある場合は、事務局
と団体との日程調整の際に、委員の希望も考慮して調整する。 

 
５ 美里ふれあいフェスタへの出展内容確認 

 美里交流館主催の美里ふれあいフェスタに高橋支所として出展し、美里地域会議のＰ
Ｒ展示を実施することについて、委員の意向と実施内容を協議した。協議の結果、地域
会議のＰＲ展示とともに、地域会議に関しての簡単なアンケートを行い、回答者には参
加賞を配布することとした。 

 
６ 事務連絡 
（１）委員改選による再任意向確認について 

 年度末の委員改選にあたり、1 期目の委員に事前配布した再任意向調査票を回収した。 
 
（２）ラリーフォトコンテストについて 

 ラリーフォトコンテストを今年度も実施する旨を説明し、委員にチラシを配布した。 
 
（３）第７回美里地域会議について 

・日時  令和７年１０月９日（木） １９時～ 
・場所  美里交流館 多目的ホール 
・内容  ヒアリング事前質問内容検討、ヒアリング参加委員調整 

 


